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【広告】

土土木木建建設設工工事事
作作業業員員募募集集

㈱三共田中グループ

共栄建業株式会社
板橋支店 〒175－0082 ℡03－3550－7512
東京都板橋区高島平8－13－12－206

青森募集事務所 〒037－0305 青森県北津軽郡中泊町大字中里字亀山500
詳細は、青森募集事務所にお問い合わせください。所長 平間康元 携帯 009900－－33550033－－77330011
業種 型枠工 とび工 鉄筋工 土木 重機オペ

定額 13,000～
19,000 円

13,000～
18,000 円

13,000～
19,000 円

11,000～
16,000 円

13,000～
18,000 円

その他 加工組立が
できる

足場・支保工の
地組立ができる

鉄筋加工図の
組立ができる

型枠・鉄筋の
手元有り

土木作業経験者
移動式クレーン
５トン以上

希望される方は、お気軽に最寄りのハローワークまたは青森募集事務所へ！

農業委員先進地視察研修
○視察研修期日　平成24年11月29日～12月１日
○視察研修先　
①　兵庫県加西市農業委員会
②　大阪市中央卸売市場本場
③ 京都府南丹市　農事組合法人グリーン日吉
○参加農業委員
相馬一二、澁谷　篤、石村孝憲、下山勝源、越谷正博、
瓜田繁夫、笹森一榮、貴田 正、加賀谷武一、川村哲雄、
下山勝明、佐藤正悟、成田春光、澁谷光正　　14人

【加西市農業委員会】
耕作放棄地解消優良農業委員会として加西市農業委員会を
視察しました。加西市は人口約47,000人、兵庫県の南部、
播州平野のほぼ中央に位置し、気候は瀬戸内式気候に属し、
冬の降水量は少なく、平均気温は16度前後と温暖な所です。
ほぼ全域において土地基盤整備が進み、水稲を主体として、
野菜・果樹・花き、飼料作物等が栽培され、果樹では、ブド
ウ栽培が盛んで、種無しブドウの先駆けとしてマスカット・
ベリーＡを作付けしています。
加西市の遊休農地が増えた原因は、農業従事者の高齢化、
農業後継者・担い手の減少、輸入農産物増加や米価下落等に
よる生産意欲の低下、不在地主の増加などであり、どこの地
域でも似たような状況にあります。
加西市農業委員会が行う農地パトロールに、市役所の農政
担当者も同行して調査を行った結果、遊休農地の大部分が集
落営農組織および大規模農家の存しない地域であることが分
かったため、地域水田農業ビジョンに基づいて担い手の育成
と遊休農地解消の手段を講
ずる必要があると認識しま
した。意向調査を実施した
結果、所有者が自ら管理す
るようになったり、農業委
員が該当集落の会長および
土地所有者に対し積極的に
指導をした結果、遊休農地
が解消されてきました。
【大阪市中央卸売市場本場】
午前８時30分から大阪市中央卸売市場本場を視察、競り

場を見学後、市場青果担当者からりんごの取り扱い状況につ
いて説明を受けました。
りんごの黄色品種の消費動向については、販売期間が限ら
れているため、多くてもだめ、少なくてもだめ、割合を考え
て出荷してほしいと非常に難しいものでした。中性種の消費

動向については、黄色品種と販売時期がかち合うことが問題
であるが、ジョナゴールドは３月ごろまでは大丈夫であるた
め、販売期間が長くもてる品種だそうです。青森県産りんご
と他県産りんごの流通動向としては、他県産はほとんど無袋
産であるので３月いっぱいぐらいで販売期間が短いのに対
し、青森県産は、有袋が多く長期に保つので、３月以降を補
える強みがあります。そして、青森県産りんごの今後の方向
性と生産者へ期待することは、食の安全・安心に配慮した生
産に心がけ、安定した出荷をお願いしたいということでした。
【農事組合法人グリーン日吉】
６次産業優良法人の農事組合法人グリーン日吉を視察しま
した。グリーン日吉のある南丹市は人口約34,000人で、京
都府のほぼ中央部に位置し、北は福井県と滋賀県、南は兵庫
県と大阪府に隣接しており、年平均気温は13度前後の山陰
内陸性気候です。
グリーン日吉は、平成12年度にＪＡの合併を機に加工部
門を引き受ける形で設立しました。地域の資源である丹波黒
大豆や丹波大納言、壬生菜などの付加価値を高める加工事業
を柱とし、農業経営および担い手や後継者不足に対応する年
間を通じた黒豆の消費と価格維持を目指し加工を開始、付加
価値向上と有利販売を目指しました。
安全・安心、産地・製造現場がみえる商品としての「こだ
わり商品」を製造販売、地域づくりをしていくため、国・府
などの行政機関の支援や京都学園大学・京都ノートルダム女
子大学との産学連携、畑郷ゆず栽培組合・加工グループなど
地域との関わり等、連携の強化を図っており、今後は、製品
のブランド化や黒大豆を使ったファーストフード化、他素材
とのコラボ、独居老人等への食品供給、障害者就労施設から
の人材派遣および作業委託など農業と福祉の連携を強める新
たな動きを展開するそうです。

以上の視察を終え、今後の農業委員会活動に参考となる貴
重な研修を体験させていただきました。

・農業委員先進地視察研修

△不法投棄の多い遊休農地には看板と
防犯カメラを設置して管理体制を強化

・大阪市中央卸売市場本場で
リンゴの競りを見学する委員


